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　前߸で自然災害による被害のใࠂが紙数不足で৲れトンボになってしまったので今߸も続けてレ

ポートします。

　自然災害と言えば「地震・ཕ・火事・父」の比ᄻはੲの話になってしまった。現代の自然災害は、「地

震・風・火事・父」ではないか。オット最ۙの父はාくないʁかも・・・・

　ஊはさておき今߸では、ҟৗ気象による地球Թஆ化のなかでもڪろしい火事、山火事についてレポー

トします。

˖ྛՐࡂ、ੈքͰසൃ

　ここで新聞各紙をひっくりฦしてみると、でた

でた山出てきたなかで、ಛに印象的だったもの

をใࠂする。

　 8月13日日本経ࡁ新聞༦ץ 1面トップ。
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ΞϑリΧɾถࠃ෦ɾϒラδϧɾΞϧθンνン

　ҟৗ気象で、気Թ上ঢ、ۭ気のס૩が続き、火

災が続発、延মしやすく、ׯばつによる被害も深

な影響を与え府が対Ԡにࠁだ。市民生活に深ࠁ

ഭられている。

　北アフリカのアルジェリアではྛ火災が発生し65人がࢮ亡した。フランスのマクロン大統ྖは消火

のため消ఖをݣすると発表した。イタリアのシチリアౡでは、気Թが欧州の過去最高となる48�8度

を記録、スペインやギリシϟでも各地で最高40度をえる高Թが相次ぎ、ギリシϟでは過去 2週間で約

10ສϔクタール（東京都の面ੵの約半分に当たる）が消失、過去数े年で最大の境上の大ࢂ事という。

スペインやイタリアなど各地で山火事が起きている。ถ国でもカリフォルニア州サンフランシスコの北

東およそ150キロの地域では、 2週間以上೩え続け、 8ສϔクタール以上がম失し、700౩以上のݐ物が

被害を受け、 5ສ人以上にආ難命令が出され、各地にආ難所が設けられている。火事の広がりはঃ々に

えられているものの、ۭ気がס૩し、風が強い状況が続くことから、火にはまだしばらく時間がか

かる。カリフォルニア州などアメリカ西部では、ここ数年、山火事のنが大きくなっていて、ઐ門家

からは地球Թஆ化の影響が指ఠされている。

　南半球で冬季のブラジル中部でも、過去50日にわたりॆ分なӍが߱らず、世界最大ڃのパンタナール

࣪原地ଳで火災が発生、ブラジル国立Ӊ研究所は今年に入り 5ສ݅以上のྛ火災を観ଌしている。

ブラジルアマκンのྛ火災



このように山火事は世界各地に深ࠁな被害をもた

らしている。

˖ՐࢁՐ

　10月 4 日NHK#4テレビ世界のニϡースのなか

でスペインカナリア諸ౡの火山火により༹ؠの

ྲྀ失による大被害が発生、リκート地に༹ྲྀؠが

ԡしよせᖪᔬな別やショッピング֗、果ては࿏

上の自動車Ἤをವみ込んでいく൵ࢂな状況が์映

された。このケースで山火事が発生し、ふも

とのに೩え広がっていた。火山活動も山火事の

原Ҽの一つであることは間違いない。これらをؚ

めて一体山火事の原Ҽはなんなんだろう。

˖山火事

　山火事の「原Ҽとは」を調べてみると、日本の山

火事の原Ҽと、世界各国の原Ҽとでは大きく違う

ことが分かった。今まで不ษ強の為ৄしく知らな

かったことがஏずかしい思いだ。

˖日本の山火事

　ྛ庁の資料によると、日本は山火事の原Ҽの

ほとんどが人為的なものであり、しかも被害は大

きくない。以下ৄࡉについてใࠂする。

˖日ຊͰは「ෆҙ」͕ ओͳݪҼ　

　日本での山火事の状況をみてみよう。ྛ庁によると、年間の発生݅数は約1200 （݅2015～2019年の

平ۉ）。全国で毎日約 3݅の山火事が起きているࢉܭだが、全体のおよそ 7ׂはۭ気がס૩する冬からय़

（ 1 ～ 5月）にかけて集中しているのが季અ的なಛだ。原Ҽは「たき火」が約30％と最も多く、「火入れ

（মき）」17％、「์火（ٙいをؚむ）」8 ％、「たばこ」5 ％、「火༡び」2 ％などが続く。日本では山火

事の多くが人間の不意など人為的原Ҽによる。ྛ庁は「མཕなど自然現象によるものはまれ」として

いる。ྛ庁資料から日本の山火事は、人間の不意からだ。先ごろ知人と山火事について話した時、日

本の山火事はຆどが人間の不意ということになった。調ࠪでは、信じられない数ࣈだ、মき、ข火、

たばこ、火༡び、์火とここまでの合ܭが62％、今時山へ入ってಇく人はྛ業ै事者や、ハイカーなど

少数の研究者がこのような不意をするだろうか。信じられない。しかし残りの38％がམཕなどによる

自然発火なのだろうかكに見るとしている 3 ％は一体Կなのだろうか。この資料自体の信ͽょう性はあ

るのだろうかٙいたくなる数ࣈだ。

資料　日本経ࡁ新聞、ωット参照
世界各地で火災がස発

スペインカナリア諸ౡの山火事、場までഭる。



　日本の場合は、全般的に࣪度が高い気ީである

ことが幸いし、自然発火による山火事は比較的限

られる。今年 2月下०にಢ木県足ར市で起きた山

火事は、火までに22～23日（約 3週間）かかった

が、これも自然発火にあらず、最もஏずべきであ

るところの、たばこの不始による人為的な原Ҽ

とされている。

ւ֎ͰはߴԹס૩にΛൃ͢Δ「ࣗવൃՐ」

　世界各地でස発している大نな山火事は事情をҟにする。今夏、その最たるྫはイタリア、ギリシϟ

の南欧やトルコだ。自然発火が主たる原Ҽとなっているからだ。とりわけ今夏は記録的な熱が南欧な

ど地中ւԊ؛をऻい、高Թס૩状ଶが続いていたことがڍげられる。イタリア南部のシチリアౡでは48�8

度を観ଌしたことが伝えられ自然発火は一般に、ྛ内にੵもったރれ葉やރがࡲれ合って起き、प

りの木々に೩え広がって山火事をҾき起こすという。ւ外の山火事はスケールが大きく、ひとたび発生

するとԿ週間も೩え続けることが少なくない。スペイン南部アンダルシア州のコスタ・デル・ソルで 5

日間೩え続けるྛ火災は、 9月13日までに約77平方キロメートルをম失、2600人以上がආ難を༨ّな

くされている。消当ہによれば、同州マラΨ県の山ַ地ଳシエラ・ベルメハの火災は、気ީ変動によ

る極な天ީに加えて、人口のٸなݮ少と行きಧかないྛの理、さらに可೩物のੵなどが原Ҽ

だという。11日の時で40平方キロだった延মൣғは、翌日には残り火が新たな火災にܨがり、13日朝

までに倍以上の85平方キロに広がっていた。　スペインでは年をうごとに火災のنが拡大しており、

2021年の 8 ϲ月で、過去10年間の平ۉをえる面ੵがম失している。�

　では、山火事はなぜ起きるのか。地域ごとに諸આがありこれはという決め手はないが、傾向的には日

本では人災、ւ外は自然災害と大別できるのではないか。いかがでご͟いましょうかʁ

$02ൃੜのѱ॥にߴԹס૩にΛൃ͢Δ「ࣗવൃՐ」$02ൃੜのѱ॥に

　次に地球Թஆ化など気ީ変動とはどういう関係があるのだろうか。この問を調べてみる。火事が起

きると、Թஆ化の主Ҽとされる二ࢎ化ૉ（CO2）をٵऩする২物が失われるばかりでなく、೩মによっ

てCO2を発生するѱ॥となり、結果としてԹஆ化の進行につながりかねないのだ。ྛの無いはげ山

になると、保水能力が下し、台風や集中߽Ӎによる土砂่れなどの自然災害が起きやすくなる。動物

やࠛなど生き物のॅみかがڴかされる。さらに一度ম失したྛが復元するまでに長い年月を必要と

することだ。

ここで「木ࡐや」の出番だ。ྛのないはげ山にしないよう、木を২えなければならない。木を২える

にはద正年ྸथをܭը的にെ࠾し、跡地を整උしܭը的に木を২える。そしてదな木の手入れしなが

ら、木を育てదྸ期がきたらെ࠾する。െ࠾した木は用్別に使わなければならない。こんな当たり前

ྛ庁資料



の木のྲྀ通がどこかでりスムーズにྲྀれない。そこで国が、ಛにল庁水ল・ྛ庁が、様々な

施策を実行している。木ࡐは長い間日の当たら͵ところを歩んできたがここ数年やっと൵ئの表通りに

でてきた。ྛ庁が後ԡしして様々な道を作ってくれた。

　その一つに公共ݐங物木ࡐར用促進法（木促法）、վ正木促法として10月 1 日から施行された。

　対象をこれまでの公共ݐங物から、ݐங物一般に拡大し10月 8 日を「木ࡐར用促進の日」としてن定、

ࢎૉ社会の実現に向けた国民運動をల開していくとしている。

　 6月11日の参ٞ院本会ٞで可決成立した。これまでのج本方としてݐங物を対象としてきたも

のを中高をؚめたݐங一般に拡大し、木ࡐར用の拡大を目指すことになる。ଳ決ٞとしてݐங物の

みならず公共土木分、熱ར用などのバイオマスエωルギーの活用ਪ進なども加えられた。

CO2ഉ出ݮ効果の最大化により2050年カーボンニϡートラルの実現に資することがけ加えられた。

また木ࡐར用促進協定をక結しଞ事業者による協定੍度を設け必要な支援を行っていく。木促法の施行

でॅへの木ࡐར用は促進されたが、のみではध要の拡大に限界があるため、対象をݐங物一

般に広げることでߋなるध要拡大と、ध要拡大によるૉݻ定につなげたいとしている。続く

　資料日ץ木ࡐ新聞より

世界の二ࢎ化ૉഉ出ྔ　ωット参照


